
min i atu re  swee t s  campus  ｜  フルーツ

半割り苺の作り方
〈原型〉パテで半分の苺を作り種を入れる。〈型どり＆成形〉型で樹脂

粘土を抜く。

〈着色〉外側を赤く、断面をスライスいちごと同じ要領で描き、ジェル

メディウムで仕上げ。

◎ 用意するもの

原型・型どり
エポキシ造形パテ 白・ベージュ ／1：1、スケールAくらい

クリアプレート・霧吹き・デザインナイフ ブルーミックス ／スケールE

粘土・絵の具・塗料
樹脂粘土 ／スケールF

ホワイト イエローオーカー パーマネントレッド

松葉色（お尻側） タミヤ いちごシロップ

プルシャンブルーヒュー

道具
スケール・目打ち・クリアファイル ベビーオイル＋綿棒

割り箸＋新しい両面テープ キャムロンプロ 10/0・100/0・水・綿棒
スポンジ（乾燥用）

仕上げ
ジェルメディウム （またはツヤありニス）

PA RT  1  ｜  原型・型どり・成形

1 パテで原型を作る

種を入れた原型

2 ブルーミックスで型をとる

3 型で成形する

すり切りで抜く

エポキシ造形パテの白とベージュを1：1で少量ずつ混ぜる
目分量でOK。肌の弱い方はゴム手袋を。

1

樹脂粘土でスケールAを測り、同じくらいの量をとる2

手を少し濡らし、円錐形にしてクリアプレートにのせ、半分に割っ

た苺の形に整える
形が決まらなければデザインナイフで微調整。

3

霧吹きで少し湿らせてから、目打ちで種を入れる。下の段から1

列、その間に次の列…と上へ。側面と先端にも
上にいくほど数が少なく、間隔は狭く。空いたところはあとで足せばOK。

4

360度から見て形を確認し、6時間ほど置いて硬化させる
硬化まで時間があるので、こね直してやり直すこともできます。

5

ブルーミックスをスケールEずつ計量し、色が均一になるまで混ぜ
る

混ぜると硬化が始まるので準備してから。手袋推奨。

1

表面をなめらかにして原型に押しつけ、裏から空気が入っていない

か確認

2

30分ほどで固まったら取り外す3

樹脂粘土をスケールFで計量し、ホワイトとほんの少しのイエロー
オーカーで着色。ラップで包む

1

綿棒で型にベビーオイルを塗る2

粘土をすり切り（少し少なめでもOK）で詰め、クリアファイルで

ギュッと押して指紋を消す
ぷっくりはみ出すと、あとで断面が描きにくくなります。

3

型を少ししならせて取り出し、はみ出しを指で整える
種の模様が消えるので、種の部分には触れないように。

4

ホコリがあればやわらかいうちに取り、スポンジの上で一晩乾かす5



PART  2  ｜  着色

4 外側（種の面）を赤く塗る

際は少し白を残す

5 裏返して断面を描く

描き方はスライスいちごと同じです。わからないところは、スライスいち
ご〈着色〉の動画も見てみてください。

断面の模様と白い筋

6 際を塗り足して仕上げる

★ 苺はいちばん難しい項目

わからないことがあれば、グループLINEで質問してください。ゆっく

り、自分のペースで。

できたら、ぜひ作品を見せてね ♡

miniature sweets campus ｜ 半割り苺の作り方

割り箸に新しい両面テープを貼り、平らな面をつけて、少し隙間を
空けて並べる。逆さにしても落ちないか確認

1

いちごシロップにプルシャンブルーヒューを少し混ぜる2

上の部分から塗り、続いて際を塗る。お尻は白く残す3

際は白い部分が少し残るところで止める
ギリギリまで塗ると断面側に赤が回り、断面が描けなくなります。際はあ

とで塗り足します。

4

塗料がつきすぎて質感が消えていたら筆で取る。5分ほど乾かし、
筆はすぐ石鹸と水で洗う

5

全部裏返して、断面を上にして貼る1

1回目：パーマネントレッドに少しイエローオーカー、水たっぷり
で、線を描くようにほんのり塗る
濃くつきすぎたら綿棒で取ります。

2

2回目：少し濃くして、外側の半分くらいに赤を重ねる3

真ん中に赤のラインを入れる4

お尻側に松葉色をちょんちょんと入れる5

筆を100/0に替え、ホワイトに赤を少し混ぜた薄いピンクで、中心
の赤のまわりに線、そこから外へ8本細い線を入れる

6

筆を10/0に戻し、パーマネントレッドで、残しておいた際の白い部
分を埋める
一気に全部やると断面に色がつくので、片面ずつ。片面塗ったら置いて、
乾いたら反対側。

1

もう一度割り箸に戻し、ジェルメディウムを綿棒でポンポンとのせ
る

白く見えても乾くと透明に。ポコポコ感で断面がリアルになります。ニス
で仕上げてもOK。

2

1時間ほど乾かして完成（ジェルメディウムの上にニスは不要）3


